
平成２６年６月定例会にて、活発な議論が交わされました
　

平
成
26
年
６
月
定
例
会
は
、６
月

10
日
か
ら
７
月
16
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

定
例
会
の
本
会
議
初
日
は
、平
成

25
年
度
に
設
置
し
た
離
島･

半
島
地

域
振
興
特
別
委
員
会
及
び
防
衛
関

連
産
業
振
興
等
雇
用
対
策
特
別
委

員
会
の
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、

「
半
島
振
興
法
の
延
長
及
び
充
実
に

関
す
る
意
見
書
」、「
退
職
自
衛
官
の

雇
用
促
進
に
関
す
る
意
見
書
」な
ど

３
件
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、各
常
任
委
員
会
及
び

議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
を
決
定

し
、併
せ
て
離
島
・
半
島
地
域
振
興

特
別
委
員
会
、人
口
減
少
・
雇
用
対

策
特
別
委
員
会
、観
光
振
興
等
対
策

特
別
委
員
会
の
三
つ
の
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、そ
の
構
成
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

６
月
23
日
の
議
案
上
程
日
に
は
、

「
平
成
26
年
度
長
崎
県
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）」な
ど
31
件
の
議

案
が
上
程
さ
れ
、中
村
知
事
が
県
政

の
重
要
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
、当

面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
所
信
を

述
べ
る
と
と
も
に
、提
出
議
案
な
ど

に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、12
名
の
議
員
が

登
壇
し
、県
民
所
得
向
上
対
策
、人

口
減
少
対
策
、諫
早
湾
干
拓
事
業
、

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト（
長
崎

ル
ー
ト
）、県
庁
舎
跡
地
活
用
、企
業

誘
致
の
推
進
、環
境
対
策
、観
光
振

興
、農
林
水
産
業
の
振
興
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
、道
路
の
整
備
促
進
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
項
に
つ
い
て
活
発

な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、サ
ー
ビ

ス
産
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
、経

済
対
策
関
連
基
金
の
う
ち
緊
急
を

要
す
る
経
費
、国
庫
補
助
事
業
の
内

示
等
に
伴
う
事
業
費
の
追
加
、そ
の

他
緊
急
を
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

編
成
さ
れ
、一
般
会
計
で
43
億
７
８

７
万
２
千
円
の
増
額
、企
業
会
計
で

２
、０
２
０
万
７
千
円
の
増
額
補
正

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、「
長
崎
県
看
護

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
」な

ど
34
件
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
、承
認
、同
意
す
る
と
と
も
に
、

７
件
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、知
事
が
閉
会
あ
い
さ
つ
で
、

７
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
文
部
科

学
省
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」が
本
年
度
の
ユ
ネ
ス
コ
へ
の

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
と
し
て

選
定
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
い
た
し

ま
し
た
。

6月定例会

【
質
問
】む
し
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る

フ
ッ
化
物
洗
口
の
現
在
の
実
施
状
況

は
。特
に
公
立
小
学
校
は
あ
ま
り
浸
透

し
て
い
な
い
が
、市
町
教
委
へ
ど
の
よ

う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】県
全
体
で
は
、平
成
25
年
度
の

計
画
目
標
を
達
成
し
て
い
る
が
、地
域

で
の
実
施
状
況
に
は
差
が
あ
り
、自
治

体
間
の
取
り
組
み
に
は
温
度
差
が
あ

る
。今
後
新
た
に
、学
校
の
管
理
職
対

象
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、市

町
教
委
主
催
の
学
校
や
保
護
者
説
明

会
等
へ
講
師
を
派
遣
す
る
。実
施
検
討

中
な
ど
の
市
町
へ
個
別
・
重
点
的
働
き

か
け
を
行
う
。

【
質
問
】長
崎
県
水
産
業
振
興
基
本
計

画
の
達
成
状
況
と
次
期
計
画
の
策
定

に
お
い
て
は
現
場
の
実
態
把
握
を
踏

ま
え
、施
策
の
充
実
を
検
討
す
べ
き
で

は
。

【
答
弁
】現
基
本
計
画
で
は
九
つ
の
指

標
を
設
定
し
て
お
り
、四
つ
が
達
成
、

五
つ
が
未
達
成
で
あ
る
。

　

次
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

策
定
方
針
を
含
む
検
討
も
行
い
、現
計

画
の
達
成
状
況
と
そ
の
原
因
分
析
や

漁
業
者
の
所
得
状
況
を
含
め
た
実
態

把
握
と
と
も
に
、水
産
関
係
者
や
流

通
・
経
営
の
専
門
家
と
十
分
な
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
質
問
】諫
早
駅
周
辺
の
再
開
発
に
伴

う
県
央
振
興
局
の
庁
舎
の
移
転
や
再

編
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】本
土
地
区
の
地
方
機
関
は
再

編
方
針
に
よ
り
県
北
と
県
南
へ
集
約

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。県
央
振
興
局

庁
舎
は
老
朽
化
が
進
み
耐
震
化
も
実

施
し
て
い
な
い
た
め
、今
後
、建
て
替

え
等
が
必
要
と
な
る
が
、そ
の
際
は
県

南
地
域
を
集
約
す
る
新
た
な
庁
舎
の

確
保
、整
備
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
踏

ま
え
た
う
え
で
、今
後
の
財
政
状
況
な

ど
を
見
極
め
つ
つ
、関
係
者
と
の
協

議
、検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】長
崎
市
は
公
会
堂
跡
地
に
新

庁
舎
を
建
設
す
る
と
と
も
に
市
庁
舎

跡
地
に
新
ホ
ー
ル
を
造
る
と
い
う
方

針
を
撤
回
し
、県
庁
舎
跡
地
に
県
・
市

共
同
で
公
会
堂
の
代
替
施
設
を
建
設

し
た
い
と
し
て
い
る
。長
崎
市
と
の
こ

れ
ま
で
の
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

【
答
弁
】跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、県
庁

舎
跡
地
活
用
検
討
懇
話
会
の
提
言
を

踏
ま
え
、現
在
、具
体
的
な
検
討
に
着

手
し
た
段
階
。公
会
堂
代
替
施
設
を
県

庁
跡
地
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
何
も
決
め
て
お
ら
ず
、ま
た
、市
か

ら
具
体
的
な
提
案
も
受
け
て
は
い
な

い
。

フッ化物洗口推進事業
の取組みについて
徳永  達也 〈雲仙市/自由民主党・愛郷の会〉

長崎県水産業振興基本
計画について
溝口芙美雄 〈佐世保市・北松浦郡/自由民主党・愛郷の会〉

諫早駅周辺の
県関連施設について
中村  和弥 〈諫早市/自由民主党・愛郷の会）〉

県庁舎跡地の
活用対策について
髙比良  元 〈長崎市/改革21・新生ながさき〉

【
質
問
】避
難
計
画
は
で
き
て
い
る
が
、

実
際
は
計
画
よ
り
も
避
難
時
間
が
か

か
っ
た
り
、介
護
施
設
や
医
療
施
設
が

避
難
計
画
を
作
成
で
き
て
い
な
い
な

ど
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】原
子
力
防
災
訓
練
や
避
難
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
検
討
し
、

避
難
時
間
の
短
縮
を
図
れ
る
よ
う
関

係
機
関
と
協
議
し
、避
難
計
画
に
反
映

し
て
い
き
た
い
。介
護
施
設
や
医
療
施

設
に
つ
い
て
は
、今
後
、モ
デ
ル
避
難

計
画
の
説
明
や
避
難
先
・
避
難
手
段
の

確
保
等
の
調
整
を
行
い
、施
設
ご
と
の

避
難
計
画
作
成
を
支
援
し
て
い
き
た

い
。

原子力防災計画における
避難計画の問題点について
吉村  庄二 〈佐世保市・北松浦郡/改革21・新生ながさき〉

雲仙市南串山町の
越波対策について
宅島  寿一 〈雲仙市/自由民主党・愛郷の会〉前田  哲也 〈長崎市/自由民主党・愛郷の会〉

【
質
問
】神
ノ
島
工
業
団
地
の
売
却
が

進
ん
で
い
な
い
が
、再
公
募
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
準
備
を
進
め
て
い
る
の

か
。

【
答
弁
】長
崎
市
か
ら
は
用
途
地
域
の

変
更
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必

要
と
の
回
答
を
得
て
い
る
が
、工
業
団

地
と
し
て
の
位
置
づ
け
や
地
域
へ
の
影

響
も
踏
ま
え
、変
更
の
可
能
性
に
つ
い

て
長
崎
市
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

土
壌
汚
染
の
問
題
も
あ
る
が
、市
内

の
貴
重
な
土
地
で
あ
る
の
で
、地
域
活

性
化
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
売
却
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

神ノ島工業団地の公募発注
への現況と促進について
野本  三雄 〈長崎市/自由民主党・愛郷の会〉下条ふみまさ 〈長崎市/自由民主党・愛郷の会〉

【
質
問
】出
島
貿
易
の
監
視
役
と
し
て

も
深
く
関
わ
っ
た
島
原
藩
と
出
島
貿

易
に
光
を
当
て
た
展
覧
会
を
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
で
開
く
こ
と
は
、歴
史

的
価
値
を
高
め
、県
民
に
広
く
知
っ
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

【
答
弁
】長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
は
、県

内
各
地
の
多
彩
な
歴
史
、文
化
に
光
を

当
て
た
展
覧
会
の
開
催
を
そ
の
使
命

の
一
つ
と
し
て
い
る
。議
員
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
、島
原
の
歴
史
、出
島
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
、関
係
者
と
連
携
し
て

調
査
研
究
を
深
め
な
が
ら
開
催
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

島原藩の歴史的役割
及び経過と発展
楠　  大典 〈島原市/改革21・新生ながさき〉

【
質
問
】フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
を

新
大
阪
駅
乗
り
入
れ
の
た
め
最
高
時

速
３
０
０
ｋ
ｍ
と
す
る
要
望
は
工
期
短

縮
の
面
か
ら
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い

か
。ま
た
、新
長
崎
ト
ン
ネ
ル
の
工
事

期
間
が
最
長
だ
が
工
期
短
縮
は
可
能

か
。

【
答
弁
】要
望
は
開
業
時
に
山
陽
新
幹

線
へ
の
直
通
乗
り
入
れ
を
実
現
し
た
上

で
引
き
続
き
時
速
３
０
０
ｋ
ｍ
に
向
け

た
技
術
開
発
を
求
め
る
趣
旨
で
あ
る
。

ま
た
、新
長
崎
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
た
西

九
州
ル
ー
ト
全
体
の
工
期
短
縮
を
鉄

道
・
運
輸
機
構
に
要
請
し
て
お
り
、本

県
も
連
携
し
て
最
大
限
努
力
し
た
い
。

九州新幹線西九州ルート供用
開始までの工期短縮の実現性
清水  正明〈長崎市/改革21・新生ながさき〉

【
質
問
】平
成
５
年
の
大
村
湾
横
断
軸

構
想
調
査
の
背
景
及
び
調
査
結
果
と
、

こ
れ
を
受
け
て
の
大
村
湾
横
断
道
路

懇
談
会
の
内
容
は
。

【
答
弁
】本
構
想
は
、大
村
湾
の
沿
岸
地

域
の
振
興
を
図
る
た
め
の
一
案
と
し
て

考
え
ら
れ
た
。地
域
の
概
況
や
問
題
点

な
ど
の
基
礎
的
な
調
査
を
行
い
、大
ま

か
な
ル
ー
ト
を
検
討
し
た
。平
成
９
年

度
に
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
を
含

め
た
道
路
構
造
を
検
討
し
、概
算
の
建

設
費
を
算
出
し
た
。そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
懇

談
会
で
、意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

大村湾横断浮橋
構想について

【
質
問
】国
際
航
空
路
線
の
就
航
に
向

け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、

長
崎
空
港
の
24
時
間
化
に
も
っ
と
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
や
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
、県
産
品
の
輸
出
拡

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
24
時
間
空
港

化
を
見
据
え
た
人
流
と
物
流
両
面
で

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。本
年
度

は
、長
崎
空
港
の
運
用
時
間
の
段
階
的

な
延
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、深

夜
、早
朝
時
間
帯
の
需
要
調
査
、受
け

入
れ
態
勢
等
の
調
査
な
ど
、課
題
を
整

理
す
る
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

【
質
問
】雲
仙
市
南
串
山
町
〜
南
島
原

市
加
津
佐
町
間
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の

未
設
置
箇
所
に
つ
い
て
、台
風
な
ど
の

強
風
時
に
は
越
波
が
道
路
ま
で
達
し
、

地
元
か
ら
通
行
車
両
の
事
故
を
危
惧

す
る
声
が
あ
る
。県
と
し
て
対
策
を
講

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】越
波
に
つ
い
て
は
、台
風
な
ど

の
強
風
時
に
確
認
さ
れ
、交
通
に
支
障

が
あ
る
箇
所
で
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
設
置

等
の
対
策
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

　

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
未
設
置
区
間
に
つ

い
て
も
現
地
調
査
を
行
い
、越
波
対
策

の
必
要
性
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

長崎空港の
国際展開について
小林  克敏 〈大村市/改革21・新生ながさき〉

審査した案件と結果 可決された意見書

○半島振興法の延長及び充実に関する意見書
○退職自衛官の雇用促進に関する意見書
○自衛隊の援護活動及び広報に関する意見書
○地方財政の充実・強化等を求める意見書
○消費税の軽減税率の制度設計と導入時期の明確化を求め
　る意見書
○地域包括ケアシステム構築のため地域の実情に応じた支
　援を求める意見書
○国会に憲法改正の早期実現を求める意見書

一般質問

知事提出の議案

・予 算 　  2件（可決）　 ・条 例 　7件（可決）
・事 件 　  4件（可決）　 ・同 意 　3件（同意）
・報 告 　16件（承認）

議員等提出の案件

・発 議　  2件（可決）　・意見書 　7件（可決）

提供／長崎県議会　　ご意見・お問い合わせなど／議会事務局（政務調査課）℡０９５（８９４）３６３４

インターネットを利用した県議会中継
（生中継・録画中継）を実施しています。

会議録全文を掲載しています。

○平成８年２月～26年３月定例月議会の本会
　議・常任委員会
○平成24年４月～26年5月分の特別委員会

お知らせ

〔掲載内容〕

◎本会議･委員会は、原則としていつでもだれでも
　傍聴できます。
◎次回の定例会は、9月10日に始まる予定です。

インターネット中継

ホームページ・会議録

長崎県議会

～委員会中継の視聴方法～注目情報！！
インターネット動画サイト・ユーストリームにおいて、
委員会中継（ライブ・録画）を配信しています！

1
2
3
4

長崎県議会

中ほどにある ユーストリーム中継のバナーをクリックする

視聴方法や注意事項をよく読んで、最後にある下記表示から入る
○委員会（ライブ・録画）中継はこちらから

視聴したい委員会名をクリックする

ユーストリーム中継の
バナーをクリック！！

視聴したい委員会名を
クリック！！

委員会（ライブ・録画）中継は
こちらをクリック！！

常任委員会・議会運営委員会・特別委員会　委員選任名簿（平成26年6月10日現在）
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県庁舎跡地活用に
ついての取り組み

総務委員会 委員長／松本 洋介

【質問】昨年のストーカー規制法の改正により
取組が強化されている中、本県のストーカー対
策についての対応はどうか。
【答弁】被害者の意向に沿って対応しているも
のの、認知の段階で被害者の危険性、切迫性を
正確に判断するのが難しく、事後に急展開して
凶悪事件になる可能性がある。今年４月、警察
本部に７６名体制の人身安全対処チームを設
置した。本部と各警察署、関係機関等が連携し、
犯罪の未然防止、拡大防止に向けて、しっかり
と対応していきたい。
【主な論議事項】職員の配偶者同行休業に関す
る条例について／長崎県税条例の一部を改正
する条例について／世界遺産の登録推進に向
けた取組について／九州新幹線西九州ルート
（長崎ルート）の推進について／県民所得の向
上対策について／女性職員の育成・登用につ
いて 等

文教厚生委員会 委員長／中村 和弥

【質問】日赤長崎原爆病院の新病院建設に関
し、基本設計で病床数が３６０床から４２床減
少している理由は何か。また、病床数を減らし
て、これまでと同等の医療サービスを提供でき
るのか。
【答弁】新病院は、急性期病院を目指していくの
で、在院日数が短くなると想定しており、受け
入れ患者数自体は増加する見込みである。新病
院の建設委員会で専門的な見地から、将来の
地域医療ニーズ、患者動向等を踏まえて計画し
ており、これまで以上の充実した医療が提供で
きることを確認している。
【主な論議事項】長崎県立大学佐世保校の建て
替えについて／国体の開催準備について／新
県立図書館の整備について／体罰問題につい
て／放課後児童クラブの設置について 等

環境生活委員会 委員長／山本 啓介

【質問】財産の取得について、柳ふ頭の荷さば
き所の必要性は理解するが、なぜ県が購入しな
ければならないのか。荷主のニーズなどの裏づ
けはあるのか。
【答弁】産業労働部が１年かけて荷主に対して
ヒアリングを行った結果、上屋が充実したら長
崎港を使いたいという意見が多かった。釜山航
路が開設されてから１０年経過しているが、コ
ンテナ航路が充実していない。民間活動に任せ
ておいては、市場の大きいところにさらに持っ
ていかれてしまうこともあり、そのような状況
を打破するためにも、今回の購入により需要を
喚起したいと考えている。
【主な論議事項】石木ダム建設事業について／
国道３４号大村・諫早間の新規事業化について
／神ノ島工業団地の活用について／海岸漂着
物対策について／大村湾の水質浄化について
／高齢者の交通安全対策について／女性就労
総合サポート事業について 等

農水経済委員会 委員長／中島 浩介

【質問】農地利用の集積・集約化を行う農地中
間管理機構について、本年５月に公募を行い、
借り手として８１の経営体からの希望があって
いるが、希望者が少ないのではないか。
【答弁】５月の公募については、早急な案件につ
いて先行したものである。今後、８月と１２月に
本格的な担い手の公募を実施することとして
おり、認定農業者を中心とした多くの担い手の
希望者が参加するよう推進を図っているとこ
ろである。
【主な論議事項】県民所得の向上について／企
業誘致について／水産物の輸出について／ク
エの養殖試験について／いちご「ゆめのか」の
普及について 等

予算決算委員会 委員長／下条 ふみまさ

【質問】サービス産業活性化事業費について、
サービス産業の県民所得向上に係る目標額に
対して、予算額が少ないが、今後はこれが皮切り
となり事業が拡大していくと捉えてよいのか。
【答弁】サービス産業の多くは、提供するサービ
ス自体が無形のものであり、支援の有効な手立
てがなく、これまで支援策をあまり講じていな
かった。今回、業界の現況、課題や支援ニーズな
どの把握を行い、施策化しており、事業を進め
る中で出てくるニーズや新しい視点などによ
る事業の構築を進め、サービス産業の発展や
県民所得の向上に貢献したい。
【主な論議事項】長崎県美術館運営事業費及び
長崎歴史文化博物館運営事業費について／大
型スポーツイベント誘致・支援事業について／
消費生活安全・安心推進事業について 等
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